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第1章 はじめに
XenServerワークロードバランス仮想アプライアンスは、既存のXenServerリソースプールにワークロー
ドバランス機能を簡単に導入するためのLinuxベースの仮想マシンです。このワークロードバランス仮想
アプライアンスは、以下の手順で簡単にセットアップできます。

1. http://www.citrix.com/downloadsからワークロードバランス仮想アプライアンスをダウンロード
し、XenCenterを使ってインポートします。

2. ワークロードバランス仮想アプライアンスのコンソールで、テキストベースのウィザード（Workload
Balancing Configuration wizard）の手順に従ってワークロードバランス仮想アプライアンスを設定しま
す（ここではこのウィザードを「ワークロードバランスの設定ウィザード」と呼びます）。

3. リソースプールをワークロードバランス仮想アプライアンスに接続します。

注記

ワークロードバランス機能は、XenServer Enterprise Editionユーザー、またはXenApp/
XenDesktop権限によりXenServerにアクセスするユーザーが使用できます。XenServerのライ
センスについて詳しくは、XenServer 7.1Licensing FAQを参照してください。XenServer 7.1の
ライセンスをアップグレードまたは購入するには、CitrixWebサイトにアクセスしてください。

注記

ワークロードバランス7.1は、XenServer 7.1 7.0、6.5、6.1、6.0でサポートされます。

以下のセクションでは、これらの手順について説明します。ワークロードバランス機能について詳しく
は、『XenServerワークロードバランス7.1管理者ガイド』およびXenCenterのオンラインヘルプを参照
してください。

ワークロードバランス機能を使用してプールのワークロードを管理するには、各ホストがXenMotionによ
るライブマイグレーションをサポートしている必要があります。XenMotionの要件については、『ワーク
ロードバランス管理者ガイド』を参照してください。

1.1. ワークロードバランス仮想アプライアンスのインポート
ワークロードバランス仮想アプライアンスは単一のインストール済み仮想マシンで構成されてお
り、XenServerホスト上で動作するように設計されています。この仮想アプライアンスをインポートする
前に、以下の要件および注意事項について確認してください。

1.1.1. 前提条件

この仮想アプライアンスは、XenServer 7.1またはそれ以降が動作するホスト用に設計されています。た
だし、このワークロードバランス機能では、XenServer 5.5またはそれ以降が動作するリソースプールを
管理できます。この仮想アプライアンスをインポートするには、Citrix XenCenter 7.1管理コンソールを
使用することをお勧めします。ワークロードバランス仮想アプライアンスを実行するには、2GB以上の
RAMと8GB以上のディスク領域が必要です。

1.1.2. 仮想アプライアンスをインポートする前の確認事項

仮想アプライアンスをインポートする前に、以下の事項を確認して、必要に応じてXenServer環境を変更
してください。また、ワークロードバランスの「リリースノート」を参照して、このリリースの最新情
報についても確認してください。

http://www.citrix.com/downloads
http://docs.citrix.com/content/dam/docs/en-us/xenserver/7-1/downloads/xenserver-7-1-licensing-faq.pdf
http://www.citrix.com/products/xenserver/buy.html
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• 通信ポート：ワークロードバランスの設定ウィザードを起動する前に、ワークロードバランス仮想ア
プライアンスとの通信で使用されるポートを決定しておきます。このウィザードでは、このポートを
入力するためのメッセージが表示されます。デフォルトのポート番号は8012です。

注記

ワークロードバランスの通信ポートとして443を使用しないでください。ポート443（標準の
SSL/HTTPSポート）からの接続は、ワークロードバランス仮想アプライアンスにより拒否さ
れます。

• ワークロードバランスのアカウント：ワークロードバランスの設定ウィザードでは、ワークロードバ
ランスアカウントおよびデータベースアカウントのユーザー名およびパスワードを入力する必要があ
ります。ただし、ウィザードを起動する前にこれらのアカウントを作成しておく必要はありません。
ウィザードにより適切なアカウントが作成されます。

• 異なるプールの管理：ワークロードバランス仮想アプライアンスをプールにインポートしたら、その
仮想アプライアンスでほかのプールのワークロードを管理することもできます。たとえば、ワーク
ロードバランス仮想アプライアンスをプールAにインポートして、プールBのワークロードを管理でき
ます。

注記

ワークロードバランス仮想アプライアンスを実行する物理ホストと、管理対象のプールの時
計が同期している必要があります。ただし、ワークロードバランス仮想アプライアンスの時
計を変更することはできません。このため、この仮想アプライアンスの物理ホストと管理対
象のプールで同じNTPサーバーを使用することをお勧めします。

• XenServerとワークロードバランスサーバーは、HTTPSを使用して通信します。XenServerとワーク
ロードバランスとの通信はHTTPSで行われるため、ワークロードバランスの設定時に、自己署名入り
の証明書が自動的に作成されます。この証明書の代わりに信頼された機関からの証明書を使用した
り、XenServerで証明書が検証されるように設定したりできます。詳しくは、『ワークロードバランス
管理者ガイド』を参照してください。

• 履歴データの保持とディスク容量：保持できる履歴データの量はワークロードバランスに割り当てら
れている仮想ディスクのサイズ（デフォルトで8GB）と、必要な最小ディスク容量である2048MBによ
り決定されます。このデータ量は、wlb.confファイルGroomingRequiredMinimumDiskSizeInMBパラ
メータにより制御されます。多くの履歴データを保持するには（たとえば、WLBプール監査記録機能
を使用し、レポートのデータ量を［中］以上に設定している場合など）、『ワークロードバランス管
理者ガイド』で説明されている方法でアーカイブしたり、ワークロードバランス仮想アプライアンス
に割り当てた仮想ディスクのサイズを増やしたりする必要があります。

仮想ディスクのサイズを増やすには、仮想アプライアンスをインポートしてから、『ワークロードバ
ランス管理者ガイド』で説明されている手順に従ってサイズを変更します。

• ワークロードバランスの負荷分散：ワークロードバランス仮想アプライアンスでその仮想アプライア
ンス自体のワークロードを管理する場合は、その仮想アプライアンスのインポート時にリモートの共
有ストレージを指定する必要があります。

注：ワークロードバランス仮想アプライアンスでその仮想アプライアンス自体のワークロードを管理
する場合、その仮想アプライアンスを起動するための推奨項目を実行することはできません。これ
は、その推奨項目の生成時にワークロードバランス仮想アプライアンスが既に実行されているためで
す。ただし、ほかの仮想マシンと同様に、ワークロードバランス仮想アプライアンスのワークロード
を移動することは可能です。

1.1.3. リソースプールのサイズ

大規模なリソースプールでワークロードバランスを使用するには、特定の設定が必要です。
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1.1.4. 仮想マシンのダウンロード

ワークロードバランス仮想アプライアンスは、XVA形式でパッケージ化されています。この仮想アプラ
イアンスは、Citrixのダウンロードページ（http://www.citrix.com/downloads）からダウンロードできま
す。ローカルコンピュータ（XenCenterがインストールされているコンピュータ）のローカルハードドラ
イブにXVAファイルをダウンロードして、それをXenCenterでリソースプールにインポートしま
す。http://www.citrix.com/downloads

1.1.5. XenCenterでの仮想アプライアンスのインポート

XenCenterを使用して、ワークロードバランス仮想アプライアンスをリソースプールにインポートしま
す。

XenServerに仮想アプライアンスをインポートするには

1.XenCenterを開き、インポート先の
プールまたはホストを右クリックし
て［インポート］を選択します。

2.ダウンロードしたvpx-wlb.xvaパッ
ケージを指定します。
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3.ワークロードバランス仮想アプライ
アンスを実行するプールまたはホー
ムサーバーを選択します。

プールを選択すると、そのプール内
の最適なホスト上で仮想アプライア
ンスが起動します。

ワークロードバランス仮想アプライ
アンスがワークロードバランスの管
理対象として含まれないようにする
には、特定のホストをホームサー
バーとして指定します。これによ
り、仮想アプライアンスが常にその
ホスト上で起動します。

4.ワークロードバランス仮想アプライ
アンスの仮想ストレージを格納する
ストレージリポジトリを選択しま
す。8GB以上の空き領域を持つスト
レージを選択してください。

ローカルまたはリモートのストレー
ジを選択できます。ただし、ローカ
ルストレージを選択すると、ワーク
ロードバランス仮想アプライアンス
自体をワークロードバランスの管理
対象にすることはできません。
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5.以下を行います。

1. ワークロードバランス仮想アプラ
イアンスの仮想インターフェイス
を定義します。このリリースで
は、単一の仮想インターフェイス
が使用されます。

2. 管理対象のプールに接続するため
のネットワークを選択します。

6.［インポート後にVMを起動す
る］チェックボックスがオンになっ
ていることを確認して、［完了］を
クリックします。仮想アプライアン
スのインポート処理が開始されま
す。

7.XVAファイルのインポート処理が完
了すると、XenCenterのリソースペイ
ンにワークロードバランス仮想アプ
ライアンスが表示されます。
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1.2. ワークロードバランス仮想アプライアンスの設定

インポートしたワークロードバランス仮想アプライアンスを使用するには、その仮想アプライアンスを
設定する必要があります。仮想アプライアンスの設定は、XenCenter上でウィザード形式の手順に従って
行います。このウィザードを表示するには、リソースペインで仮想アプライアンスを選択し、［コン
ソール］タブをクリックします。各オプションでデフォルトの値を選択するには、Enterキーを押しま
す。

1.インポートしたワークロードバランス仮
想アプライアンスの［コンソール］タブ
をクリックします。

2.ライセンス契約書の内容を確認して、同
意する場合はyesを入力します。同意でき
ない場合は、noを入力します。

注：ワークロードバランス仮想アプライ
アンスには、このアプライアンスの/opt/
vpx/wlbディレクトリに含まれているライ
センス条項も適用されます。

3.ワークロードバランス仮想アプライアン
スのルートパスワードを指定して、確認
のため再入力します。安全なパスワード
を使用することをお勧めします。

注：コンソールにパスワードを入力する
ときに、アスタリスク（*）などの文字は
表示されません。



7

4.ワークロードバランス仮想アプライアン
スに割り当てるホスト名を入力します。

5.仮想アプライアンスのドメインサフィッ
クスを入力します。

たとえば、仮想アプライアンスの完全修
飾ドメイン名（FQDN）が「wlb-vpx-pos-
pool.domain4.bedford4.ctx」の場合、ここ
では「domain4.bedford4.ctx」と入力しま
す。

注：ワークロードバランス仮想アプライ
アンスのFQDNがDNS（Domain Name
System）サーバーに自動的に追加される
ことはありません。このため、プールを
ワークロードバランスに接続するときに
FQDNを使用できるようにするには、ワー
クロードバランス仮想アプライアンスの
FQDNをDNSサーバーに追加しておく必要
があります。

6.ワークロードバランス仮想アプライアン
スのIPアドレスをDHCPから自動的に取得
する場合は、yを入力します。特定の静的
IPアドレスを指定する場合は、nを入力し
て、IPアドレス、サブネットマスク、およ
びゲートウェイを指定します。

注：IPアドレスのリースが期限切れになら
ない場合に限り、DHCPを使用できます。
仮想アプライアンスのIPアドレスが変更さ
れないことが重要です。IPアドレスが変更
されると、XenServerとワークロードバラ
ンス間の接続が切断されてしまいます。
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7.ワークロードバランスデータベースの
ユーザー名を入力するか、Enterキーを押
してデフォルトのユーザー名（postgres）
を使用します。

ここでは、ワークロードバランスデータ
ベースのアカウントを作成します。ワー
クロードバランスサービスでは、このア
カウントを使用してワークロードバラン
スデータベースの読み取りおよび書き込
みを行います。このアカウントのユー
ザー名およびパスワードは、ワークロー
ドバランスのPostgreSQLデータベースを
直接管理する場合（データをエクスポー
トする場合など）に必要です。

8.ワークロードバランスデータベースのパ
スワードを入力します。Enterキーを押す
と、データベースオブジェクトのロード
過程を示すメッセージが表示されます。

9.を繰り返します。ワークロードバランス
サーバーのユーザー名およびパスワード
を入力します。

ここで作成するアカウントは、XenServer
でワークロードバランスに接続するとき
に使用されます。デフォルトのユーザー
名は、wlbuserです。
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10.ワークロードバランスサーバーのポー
ト番号を入力します。ここで指定する
ポートを介して、ワークロードバランス
サーバーとの通信が行われます。

デフォルトのポート番号は8012です。標
準のSSLポートである443を指定すること
はできません。

注：ここでポート番号を変更する場合
は、プールをワークロードバランスに接
続するとき（［WLBサーバーへの接
続］ダイアログボックスなど）にもその
ポート番号を指定する必要があります。

ここで指定するポートがファイアウォー
ルでブロックされていないことを確認し
てください。

Enterキーを押すと、仮想アプライアンス
の設定（自己署名入りの証明書の作成な
ど）が続行されます。

11.この時点で、上記の手順2.で作成した
アカウント（root）を使用してワークロー
ドバランス仮想アプライアンスにログイ
ンすることも可能です。ただし、この仮
想アプライアンスへのログインが必要に
なるのは、ワークロードバランスコマン
ドを実行したりワークロードバランスの
設定ファイルを編集したりする場合のみ
です。

ワークロードバランスの設定が完了したら、「ワークロードバランス仮想アプライアンスへの接続」の
手順に従ってプールをワークロードバランスに接続します。

ワークロードバランスの設定ファイルは、仮想アプライアンス上の/opt/vpx/wlb/wlb.confです。また、
ワークロードバランスのログファイルは、/var/log/wlb/LogFile.logです。これらのファイルについて詳し
くは、『ワークロードバランス管理者ガイド』を参照してください。

1.3. ワークロードバランス仮想アプライアンスへの接続
注記

ワークロードバランス機能は、XenServer Enterprise Editionユーザー、またはXenApp/
XenDesktop権限によりXenServerにアクセスするユーザーが使用できます。XenServerのライ
センスについて詳しくは、XenServer7.1 Licensing FAQを参照してください。XenServer 7.1の
ライセンスをアップグレードまたは購入するには、CitrixWebサイトにアクセスしてください。

http://docs.citrix.com/content/dam/docs/en-us/xenserver/7-1/downloads/xenserver-7-1-licensing-faq.pdf
http://www.citrix.com/products/xenserver/buy.html
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ワークロードバランス仮想アプライアンスの設定が完了したら、管理対象のリソースプールをワーク
ロードバランス仮想アプライアンスに接続します。これを行うには、XenCenterの［WLBサーバーへの
接続］ダイアログボックスまたはxeコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用します。

XenCenterでワークロードバランス仮想アプライアンスに接続するには、以下の情報が必要です。

• ワークロードバランス仮想アプライアンスのIPアドレスまたはFQDNと、通信用のポート番号。

• ワークロードバランスで監視するリソースプール（プールマスタ）の資格情報。

• ワークロードバランスの設定時に作成したワークロードバランスアカウントの資格情報。このアカウ
ントを使用して、XenServerがワークロードバランスと通信します

この図では、ワークロードバランス仮想アプライアンスの設定時に作成したアカウン
トを使ってXenServerがワークロードバランスと通信し（1）、プールの資格情報を

使ってワークロードバランス仮想アプライアンスがXenServerを認証（2）しています。

［WLBサーバーへの接続］ダイアログボックスでワークロードバランス仮想アプライアンスのFQDNを
指定する場合は、事前に仮想アプライアンスのホスト名およびIPアドレスをDNSサーバーに追加してお
く必要があります。

ワークロードバランスに接続した直後では、デフォルトのしきい値および設定に基づいてワークロード
が最適化されます。自動最適化モード、電源管理、および自動処理などの自動化機能は、デフォルトで
は無効になっています。

ワークロードバランスとの接続と証明書

ワークロードバランス仮想アプライアンスの設定時に作成されたデフォルトの証明書とは別の（信頼さ
れた）証明書をアップロードする場合、またはXenServerでの証明書の検証を設定する場合は、プールを
ワークロードバランスに接続する前に、以下の点について注意してください。

• 自己署名入りのワークロードバランス証明書をXenServerで検証する場合は、IPアドレスを指定して
ワークロードバランス仮想アプライアンスに接続する必要があります。これは、この証明書がワーク
ロードバランス仮想アプライアンスのIPアドレスに基づいて作成されているためです。

• 信頼された機関からの証明書を使用する場合は、FQDNを指定してワークロードバランス仮想アプラ
イアンスに接続できます。ただし、［WLBサーバーへの接続］ダイアログボックスで静的IPアドレス
を指定して、そのIPアドレスを証明書のSAN（Subject Alternative Name：サブジェクトの別名）とし
て使用することもできます。

証明書の設定について詳しくは、『ワークロードバランス管理者ガイド』を参照してください。
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1.3.1. リソースプールをワークロードバランス仮想アプライアンスに接続するには

注記

ワークロードバランス機能は、XenServer Enterprise Editionユーザー、またはXenApp/
XenDesktop権限によりXenServerにアクセスするユーザーが使用できます。XenServerのライ
センスについて詳しくは、XenServer 7.1 Licensing FAQを参照してください。XenServer 7.1の
ライセンスをアップグレードまたは購入するには、CitrixWebサイトにアクセスしてください。

1. XenCenterの［インフラストラクチャ］ペインで、XenCenter > your-resource-poolを選択します。

2. プロパティペインの［WLB］タブをクリックします。

［WLB］タブに［接続］が表示されます。

3. ［WLB］タブの［接続］をクリックします。［WLBサーバーへの接続］ダイアログボックスが開きま
す。

4. ［サーバーのアドレス］セクションで、以下の情報を入力します。

a. ［アドレス］ボックスに、ワークロードバランス仮想アプライアンスのIPアドレスまたは
FQDN（WLB-appliance-computername.yourdomain.netなど）を入力します。

http://docs.citrix.com/content/dam/docs/en-us/xenserver/7-1/downloads/xenserver-7-1-licensing-faq.pdf
http://www.citrix.com/products/xenserver/buy.html
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ヒント

ワークロードバランス仮想アプライアンスのIPアドレスを調べる方法については、「ワー
クロードバランス仮想アプライアンスのIPアドレスを調べるには」を参照してください。

b. （オプション）ワークロードバランス仮想アプライアンスの設定時にポート番号を変更した場合
は、［ポート］ボックスにその番号を入力します。このポートを使用して、XenServerがワーク
ロードバランスと通信します

XenServerのデフォルトでは、ポート8012が指定されています。

注記

ワークロードバランス仮想アプライアンスの設定時にポート番号を変更した場合のみ、こ
こでポート番号を変更してください。［WLBサーバーへの接続］ダイアログボックスで
指定するポート番号は、仮想アプライアンスの設定時に指定したもの（およびファイア
ウォールで指定されたもの）と一致する必要があります。

5. ［WLBサーバーの資格情報］セクションで、XenServerリソースプール（プールマスタ）がワーク
ロードバランス仮想アプライアンスに接続するときに使用するユーザー名およびパスワードを入力し
ます。

これらの資格情報は、ワークロードバランス仮想アプライアンスの設定時に作成したものである必要
があります。デフォルトのユーザー名は、wlbuserです。

6. ［XenServerの資格情報］で、リソースプールにアクセスするためのユーザー名とパスワード（通常
はプールマスターのパスワード）を入力します。これらの情報は、ワークロードバランス仮想アプラ
イアンスがプールの各ホストに接続するときに使用されます。

ログイン中のXenServerと同じ資格情報を使用するには、［現在のXenCenterの資格情報を使用す
る］チェックボックスをオンにします。役割ベースのアクセス制御（RBAC）で役割を割り当てたア
カウントを使用する場合は、そのアカウントにワークロードバランス機能の管理許可が付与されてい
ることを確認してください。詳しくは、『ワークロードバランス管理者ガイド』の「役割ベースのア
クセス制御とワークロードバランス」を参照してください。

7. プールをワークロードバランス仮想アプライアンスに接続すると、デフォルトの最適化設定でプール
の監視が開始されます。ワークロードバランス仮想アプライアンスへの接続直後に最適化設定やリ
ソースの優先度を変更する場合は、60秒以上（XenCenterのログに検出の完了が示されます）待機す
る必要があります。また、これらの設定について詳しくは、『ワークロードバランス管理者ガイド』
を参照してください。
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重要

ワークロードバランスをしばらく使用して意図したとおりに推奨項目が生成されない場合は、
パフォーマンスしきい値の設定を再評価することを強くお勧めします。方法については、
『ワークロードバランス管理者ガイド』を参照してください。運用環境に合ったしきい値を設
定することで、より適切な最適化推奨項目が作成されるようになります。

1.3.1.1. ワークロードバランス仮想アプライアンスのIPアドレスを調べるには

1. XenCenterのリソースペインでワークロードバランス仮想アプライアンスを選択して、［コンソー
ル］タブをクリックします。

2. 仮想アプライアンスにログインします。これを行うには、仮想アプライアンスのインポート時に作成
したアカウント（root）とパスワードを使用します。

3. 次のコマンドを実行します。

ifconfig
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